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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
い
シ
ト

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
７
７
Ｚ

【
作
者
名
】

　
シ
者
　
カ
ヲ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
平
均
的
な
体
型
、
平
均
以
下
の
運
気
。
平
凡
な
人
生
を
送
っ
て
い
た
青
年
『

黒
石
透
」
は
、
駅
の
歩
道
橋
で
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
彼
は
、
『
死
後
の
世
界
』
の
真
実
に
触
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
天
敵
、
『
霊
媒

師
』
と
の
壮
絶
な
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
・
・
・
。
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『
シ
』
、
あ
る
の
み

　
「
な
あ
に
や
っ
て
ん
だ
馬
鹿
者
！
！
！
こ
の
休
日
に
一
体
何
を
し
て
い
た
の

か
ね
！
こ
ん
な
企
画
書
で
通
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
！
！
」

　
バ
シ
ィ
！
と
勢
い
良
く
デ
ス
ク
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
企
画
書
。

　
こ
こ
は
と
あ
る
製
品
会
社
、
の
製
品
開
発
部
だ
。

　
最
近
の
不
景
気
の
せ
い
で
、
元
々
２
０
人
い
た
の
だ
が
こ
こ
２
ヶ
月
で
１
１

人
に
ま
で
減
っ
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
リ
ス
ト
ラ
。
正
式
名
称
は
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
』
。

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ

「
再
構
築
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
が
、
雇
わ
れ
て
い
る
側
か
ら
し
て
い
い
意
味

で
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
。
こ
の
１
１
人
と
い
う
田
舎
サ
ッ
カ
ー
部
の
よ
う
な
人
数
で
形
成
さ

れ
て
い
る
開
発
部
に
、
ま
た
も
う
ひ
と
り
、
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
ロ
ウ
ソ
ク
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が
一
本
あ
っ
た
。

　
「
す
・
・
・
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。
久
し
ぶ
り
の
休
日
だ
っ
た
ん
で
・
・
舞

い
上
が
っ
ち
ゃ
っ
て
・
・
」

　
「
・
・
・
・
・
・
・
は
ァ
・
・
。
い
つ
も
い
つ
も
失
敗
の
度
に
言
い
訳
ば
か

り
。
な
ん
で
君
は
こ
う
な
の
か
ね
。
初
心
に
戻
っ
て
み
る
か
？
」

　
そ
う
い
う
と
、
全
身
脂
ぎ
っ
た
肥
満
体
型
の
ボ
テ
ボ
テ
部
長
は
、
自
分
の
首

元
を
親
指
で
掻
っ
切
る
仕
草
を
す
る
。

　
「
そ
・
・
・
そ
ん
な
！
酷
い
で
す
よ
そ
ん
な
の
」

　
と
、
必
死
に
口
論
す
る
青
年
。
火
が
消
え
か
け
た
ロ
ウ
ソ
ク
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
絶
対
気
を
付
け
ま
す
か
ら
！
だ
か
ら
今
回
だ
け
は
お
許
し
・
・

・
」

　
「
も
う
い
い
」

　
部
長
は
、
遮
る
よ
う
に
青
年
に
言
い
放
っ
た
。

　
「
明
日
か
ら
、
い
い
休
日
を
過
ご
す
よ
う
に
」

　
く
る
り
と
回
転
椅
子
を
反
転
さ
せ
、
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を
降
る
部
長
。
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キ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
＊

　
（
ン
だ
よ
チ
ク
シ
ョ
ウ
。
キ
モ
ッ
ち
悪
い
体
し
や
が
っ
て
。
ク
ソ
が
。
だ
か

ら
一
生
童
貞
な
ん
だ
よ
ゴ
ミ
ク
ズ
体
型
オ
ヤ
ジ
）

　
と
、
い
く
ら
思
っ
て
も
言
葉
に
は
絶
対
出
せ
な
い
臆
病
青
年
、
黒
石
透
。

く
ろ
い
し
 

と
お
る

　
彼
は
髪
形
、
体
型
は
ま
あ
ま
あ
。
平
凡
な
成
績
で
中
学
・
高
校
・
大
学
を
卒

業
し
、
恋
に
も
恵
ま
れ
ず
、
世
界
中
の
人
間
を
全
て
足
し
て
２
で
割
っ
た
よ
う

な
男
だ
。
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そ
し
て
、
彼
は
つ
い
さ
っ
き
就
職
し
て
半
年
程
の
会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　
（
ま
た
就
活
と
か
嫌
だ
わ
・
・
・
。
ど
ん
だ
け
割
り
切
っ
て
あ
の
会
社
入
れ

ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
ホ
ン
ト
不
景
気
死
ね
！
）

　
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
頭
の
中
で
喚
き
な
が
ら
ト
ボ
ト
ボ
駅
へ
向
か
う
。

　
（
こ
れ
だ
と
母
さ
ん
に
合
わ
せ
る
顔
が
ね
え
や
・
・
・
。
帰
り
た
く
ね
え
な

あ
・
・
）

　　
『
一
番
線
に
電
車
が
通
り
ま
す
。
黄
色
線
の
内
側
よ
り
下
が
っ
て
・
・
・
・
・

』　
聞
き
な
れ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
た
。

　
で
も
、
い
つ
も
よ
り
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
遠
く
響
く
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

　
（
な
ん
だ
・
・
・
こ
の
感
じ
・
・
・
。
い
つ
も
は
も
っ
と
し
っ
か
り
立
っ
て

い
ら
れ
る
の
に
。
今
日
は
無
駄
に
フ
ラ
フ
ラ
す
る
）
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会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
た
こ
と
が
そ
れ
だ
け
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
か
、
と
透
は

思
う
。

　
右
耳
に
、
電
車
の
走
行
音
が
響
き
わ
た
る
。

　
ふ
と
足
元
を
見
る
と
、
自
分
は
黄
色
い
線
の
外
側
に
い
た
。

　　
「
ち
ょ
！
う
わ
ぁ
！
」

　
あ
た
ふ
た
と
尻
餅
を
着
い
た
瞬
間
、
目
の
前
に
電
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り

過
ぎ
て
い
っ
た
。

　
「
・
・
・
ハ
ア
・
・
ハ
ア
・
・
。
一
体
な
ん
だ
っ
て
ん
だ
よ
・
・
」

　
ざ
わ
ざ
わ
と
周
り
の
人
達
が
透
の
様
子
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
尻
餅
を
つ
い
た
ま
ま
、
彼
は
ポ
リ
ポ
リ
と
頭
を
掻
く
。



7

　
ハ
ッ
と
、
意
識
が
覚
め
る
と
い
つ
の
ま
に
か
自
分
は
、
２
つ
目
の
駅
に
あ
る

大
き
な
歩
道
橋
の
ど
真
ん
中
で
突
っ
立
っ
て
い
た
。

　
い
つ
も
な
ら
こ
こ
か
ら
家
に
徒
歩
で
直
行
な
の
だ
が
、
何
故
か
今
日
は
家
に

帰
れ
る
気
が
し
な
い
。

　
「
っ
た
く
・
・
・
頭
痛
え
・
・
。
早
く
家
に
帰
っ
ち
ま
お
う
」

　
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
、
ふ
と
前
に
目
を
や
る
。

　
行
き
交
う
無
数
の
人
間
達
。
飛
び
交
う
様
々
な
音
。

　
そ
ん
な
も
の
を
全
て
無
視
し
て
、
そ
れ
は
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
き
た
。

　
全
身
真
っ
黒
の
服
で
纏
い
、
大
き
す
ぎ
る
フ
ー
ド
を
か
ぶ
っ
た
男
。

　
手
を
、
つ
っ
こ
ん
で
い
た
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
す
と
、
少
し
小
走
り
に
な
っ
て

近
づ
い
て
き
た
。
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そ
し
て
。

　
ド
ン
、
と
。
相
手
の
右
肩
と
透
の
右
肩
が
ぶ
つ
か
る
。

　
（
ン
だ
よ
・
・
・
い
っ
て
え
な
あ
・
・
・
・
）

　
振
り
返
る
と
、
そ
の
男
は
も
う
い
な
か
っ
た
。

　
疑
問
が
頭
を
過
ぎ
る
前
に
、
彼
は
異
変
を
感
じ
る
。

　
ポ
タ
・
・
ポ
タ
・
・
と
、
な
に
か
が
滴
る
音
が
す
る
の
だ
。
雑
音
ま
み
れ
の

こ
の
場
に
も
負
け
ず
に
。

　
腹
部
に
目
を
や
る
と
、
自
分
の
腹
か
ら
何
か
取
手
の
よ
う
な
も
の
が
生
え
て
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い
た
。

　
（
ナ
・
・
・
・
イ
・
・
・
・
フ
・
・
・
？
）

　
腹
を
押
さ
え
る
と
、
グ
チ
ュ
リ
と
果
実
を
潰
す
よ
う
な
音
が
鳴
る
。

　
同
時
、
ド
ク
ド
ク
と
赤
い
液
体
が
自
分
の
体
を
伝
っ
て
地
面
に
溜
ま
っ
て
い

る
。

　
（
ひ
・
・
・
・
ぐ
ぅ
・
・
・
・
・
・
）

　
バ
タ
リ
と
そ
の
場
で
倒
れ
込
む
透
。

　
（
た
す
・
・
・
・
け
・
・
・
・
て
く
れ
・
・
・
・
。
だ
・
・
・
・
・
れ
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
た
・
・
・
・
の
・
・
・
・
）
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そ
の
日
、
黒
石
透
は
死
ん
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

黒いシト
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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